
      

 

 雨の日があったり、暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期になりました。身体が暑さに慣れて

いない梅雨明けや急激に気温が上がった日、湿度が高く蒸し暑い日には特に注意が必要です。普段からの

外遊びで身体を鍛えつつ、喉が渇いていなくても水分をこまめに摂取する習慣をつけていきましょう 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症は、日射病、熱射病などの総称です。日射病

は、戸外で強い直射日光にさらされることが原因で、

熱射病は室内でも気温の高い場所に長時間いたために

起こることが原因です。 

日射病…顔は赤く、呼吸が荒くなります。皮膚感覚
は熱く、体温が上がっても汗が出ず、めま
い・頭痛・吐き気などを伴います。 

熱射病…顔は青白く、大量の汗をかきます。皮膚感
覚は冷たく、めまい・吐き気を伴います。 

熱中症の症状 

熱中症 

なぜ子どもは熱中症になりやすい？ 

子どもは体温調節がうまくできず、温度変化の影響
を受けやすい、また衣服の着脱も水分補給も一人で
行うのが難しいため、容易にかかりやすいのです。 

   予防のポイント 

●日中は帽子をかぶって外出をしましょう。日除けのあるベビーカーも照り返
しで暑くなるので、散歩はできるだけ短時間で切り上げましょう。 

●炎天下での遊びは、長時間に及ばないよう注意しましょう。海や屋外プール
などの水辺でも、30分毎に日陰で休息をとるようにしましょう。 

車や家の中でも熱中症になります 

特に車中では、気温が高くなくても高温になるので、

子どもを一人にするのは絶対に避けましょう。 

涼しい場所に寝かせる 

水分をとる 

日陰やクーラーの効い

たところなど、涼しい

場所に移動し、衣類を

ゆるめてらくにさせま

す。湿ったタオルなど

で体を拭き、うちわで

あおぎます。首、脇の

下、足の付け根に冷や

したタオルや冷却シー

トなどをあてて、体を

冷やします。 

少量の水分を数回

に分けて与えま

す。多量の水は嘔

吐をするので避

け、電解質の入っ

ている経口補水液

を与えましょう。 

こんな症状が 

出たら医療機関へ 

・唇が乾いている。 

・尿の量が少ない。 

・顔色が悪く、呼び

かけに応えない。 

・体温が40℃を超

えている。 

・けいれんを起こし

ている。 

熱中症の対処法 



 

 

 

 


